
 

 



開 催 の 趣 旨 
 

 国民スポーツ大会の趣旨に則り、その予選会として北信越地域の人々に広

くスポーツを普及し、スポーツ精神の高揚を図り、健康増進と体力向上を目

指し、併せて５県の親睦と交流を深めるとともに、地方のスポーツ振興及び

文化の発展に寄与することを目的とする。 

 

 

 

スポーツを行う者の心得（「日本スポーツ協会スポーツ憲章」抜粋） 

● スポーツを愛し、楽しむために、自発的に行う。 

● 競技規則はもとより、自らの属する団体の規則を遵守し、フェアプレー

の精神を尊重する。 

● 常に相手を尊重しつつ、自己の最善を尽くす。 

● アンチ・ドーピングに関する規定を遵守する。 
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あ い さ つ 

 

第 46 回北信越国民スポーツ大会  会長 

公益財団法人富山県スポーツ協会 会長 

             富山県知事  新 田 八 朗 

 

 

このたび、第 46 回北信越国民スポーツ大会を富山県において盛大に開催でき

ますことは、大変ありがたく、心からお礼申しあげます。 

また、北信越各県の選手・監督並びに役員の皆様には、ようこそ富山県へ

お越しくださいました。県民を代表して心から歓迎申しあげます。 

本県では、今年４月に「富山県スポーツ推進プラン」を改定し、県民一人

ひとりのウェルビーイング向上のため、それぞれの目的や好みに応じてス

ポーツに親しみ、楽しむことができる環境づくりや、本県選手が全国や世界

の檜舞台で活躍できる競技力向上のための施策を積極的に推進しています。 

こうしたなか、北信越地域最大のスポーツの祭典である本大会が開催され、各

県代表の精鋭の皆様が、郷土の誇りを胸に第 79 回国民スポーツ大会「わた SHIGA

輝く国スポ」の出場権獲得をかけた熱戦が繰り広げられますことは、競技力向上

はもとより、本県のスポーツ振興を図るうえで、誠に意義深いものがあります。 

選手の皆様には、日頃の練習の成果を存分に発揮されますとともに、お互いの

交流を深められ、心に残るすばらしい大会となりますようお祈り申しあげます。 

また、県外からお越しの皆様には、このたびのご来県を機に、美しく豊かな自

然や多彩な歴史・文化、「寿司といえば、富山」と自負する新鮮な海の幸・山の

幸など、本県の魅力の数々を大いに実感していただき、「富山ファン」となって

いただければ幸いです。 

結びに、本大会の開催に力を尽くされました会場地の市町をはじめ、関係の皆

様に深く敬意を表しますとともに、大会のご成功と選手の皆様のご活躍を心か

らお祈り申しあげます。 
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祝  辞 

 

 

富山県議会議長  武 田 慎 一 

 

 
北信越地方最大のスポーツの祭典である第 46 回北信越国民スポーツ大会が、

ここ富山県において盛大に開催されるにあたり、富山県議会を代表いたしまし

て、選手・監督並びに役員の皆様方のご来県を心から歓迎申しあげます。 

本大会は、第 79 回国民スポーツ大会「わた SHIGA 輝く国スポ」への出場権を

かけた大会であるとともに、北信越地域のスポーツの振興と発展に大きく寄与

してきた伝統ある大会であります。選手の皆様方の競技に全力で取り組まれる

姿や熱戦の数々は、県民に大きな感動と希望を与えるものと確信しております。 

選手の皆様方におかれましては、日頃の練習の成果を遺憾なく発揮され、大

いにご活躍されるとともに、各県から参加された選手・役員の皆様方と交流を

深められ、実り多き大会となりますようご期待申しあげます。 

また、県外からお越しの皆様方には、この機会に本県が誇る美しい自然、新

鮮な食材、個性豊かな伝統文化など、多彩な魅力にふれていただき、本県に対

するご関心をお寄せいただく契機となれば幸いに存じます。 

結びに、本大会の開催にご尽力されました関係の皆様方に深く敬意を表しま

すとともに、本大会のご成功と、選手の皆様方のご健闘、そしてご来県の皆様

方のご多幸を心から祈念いたしまして、お祝いの言葉といたします。 
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あ い さ つ 

 

 
富山県柔道連盟 

会長  平 田 裕 康 

 

 
雄大な立山連峰の麓、立山町武道館において開催されます「第 46 回北信

越国民スポーツ大会 柔道競技」に、ご参加いただきました北信越各県の選

手並びに役員の皆様を心より歓迎申し上げます。 

現在、柔道競技は競技人口減少という、極めて厳しい状況に直面しており

ます。全日本柔道連盟や講道館をはじめ、各地においてもさまざまな取り組

みが行われておりますが、依然としてこの傾向に歯止めがかからない状況が

続いております。このような時こそ、柔道の原点に立ち返り、確かな技術の

習得を目指すとともに、嘉納治五郎師範が掲げられた「柔道を通じた人づく

り」の理念に基づく「柔道 MIND」の活動など、基本を大切にした取り組みが

より一層重要であると考えます。 

日頃より、北信越各県柔道連盟の皆様には、競技力向上と柔道精神を大切

にした選手の育成にご尽力されていることと深く感謝と敬意を表します。ま

た、皆様のこうした日々の努力の積み重ねが、新たな柔道の可能性を切り拓

いてくれると信じております。 

本大会は、北信越各県代表により技と力を競うだけではなく、若き柔道家

たちが互いに切磋琢磨し、成長し合う貴重な機会でもあります。柔道の精神

である「心・技・体」が一体となった姿は、観る者に深い感動と希望を与

え、柔道の伝統を受け継ぎながら未来へと挑戦する意義を、改めて教えてく

れます。選手、指導者、大会運営に携わるすべての皆様が一丸となって日々

研鑽を重ねる姿は、我々の進むべき方向を照らす力強い原動力となります。 

結びに、本大会の成功と参加されるすべての選手のご健闘、そして柔道界

の一層の発展を心よりお祈り申し上げますとともに、開催にあたり多大なる

ご支援・ご協力を賜りました関係者の皆様に深く感謝申し上げます。 
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歓迎のことば 

 

 

             立山町長  舟 橋 貴 之 

 

 

第 46 回北信越国民スポーツ大会柔道競技が、北信越各県から選手・監督並び

に役員の皆様をお迎えして、立山町において盛大に開催されますことをお喜び

申し上げますとともに、町民を代表して心より歓迎いたします。 

本大会は、今秋、滋賀県で開催の国民スポーツ大会「わた SHIGA 輝く国スポ」

の出場権をかけて行われる大会です。選手の皆様におかれましては、郷土の代表

として日頃鍛えられた力を存分に発揮されますことを心から願っております。

柔道競技では、日頃の厳しい稽古だけではなく、先般施行されたルール改正もあ

り、ご苦労が多かったのではないかと思います。それを乗り越えた力を、是非、

畳の上で発揮され、一本を取る柔道が展開されることを期待しております。 

競技会場である、ここ立山町は雄大な立山連峰のもと、美しく豊かな自然や日

本三霊山の一つである立山の山岳信仰により生み出された文化遺産の街です。

是非、その魅力にも触れていただければ幸いです。 

結びに、本大会の開催にあたり、ご尽力いただきました関係の皆様方に心より

感謝を申し上げますとともに、選手の皆様のご活躍と本大会の成功を祈念申し

上げ、歓迎の言葉といたします。 



名誉会長 舟橋　貴之

会  長   平田　裕康

副会長 津金　武寿 八本木通秋 貝沼　尚 中西　茂宏

顧　問 村上　紀義 杉田　孝志 亀山　　彰 上田　重隆

村田　悟 沖野　治郞 岩城　裕之 荒井　誠一

村田　憲三 田邊多香子

参　与 作田　英信 佐伯　専正 木倉　敏彦 井村　和彦

内山　昭

委員長 髙瀨　宏

副委員長 中澤　俊明 川口　稔 河内　亮 山本　智秀

委　員 間野　　達 若﨑　　勝 橘川　幸治 若林　俊輔

佐々木繁樹 池　裕司 鈴木　貴士 二瀬　寛之

塚本　勇洋 稲葉　優也 幾島　直人 山田　隆司

向　健之輔 山谷　大有 高波　善行 梶谷　正道

按田　勝仁 黒田　一夫 山田　真功 島田　純

橋本　尚 八十島弘幸 小滝　由剛 舟戸　保典

島瀬　武夫 園部　佑樹 廣川　茂大 稲田　達哉

江畑　利輝 小松　茂裕 立浪　祐 大西　将也

帰山　寛

  競技会役員

6



競技委員長　　 髙瀨　宏

競技副委員長 中澤　俊明 川口　稔 河内　亮 山本　智秀

審判長 山田　隆司

審判委員 中澤　俊明 川口　稔 河内　亮 山本　智秀

審判員 草間剛太郎 黒河　正輝 川口　稔 小嶋　秀智

土屋　考司 坂井　孝行 太田　弘人 鈴木　貴士

中塩　貴之 平野　宏和

総務係 二瀬　寛之 向　健之輔 按田　勝仁 黒田　一夫

山田　真功 島田　純

受付・接待係 舟戸　保典 小松　茂裕

進行係 八十島弘幸 園部　佑樹

式典・表彰係 江畑　利輝 大西　将也 吉良　寿彦 部奈　誠士

会場係 梶谷　正道 高波　善行 山谷　大有

記録・報道 帰山　寛 立浪　祐

救護 野澤　寛 笹尾佐喜美

計量係 橋本　尚 按田　勝仁

試合場係 廣川　茂大 稲田　達哉 小滝　由剛 島瀬　武夫

湯浅　尚弥

補助員 不二越工業高等学校柔道部

競技役員（順不同）
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諸　会　議　・　計　量　日　程

７．選手宣誓

会議名

審判会議

監督会議

仮計量

本計量

場所

ミーティングルーム

柔道場

時間

午後３時～

午後３時～３時30分

午後３時30分～４時

審判会議終了後

６．歓迎の言葉

〈表彰式〉

次　第

１．開式通告

２．成績発表

次　第

１．開式通告

２．競技会開始宣言

３．国歌斉唱

４．若い力斉唱

式　典　次　第　・　競　技　日　程

期日　令和７年８月24日（日）　会場　立山町武道館　℡　076-463-5077

期日　令和７年８月23日（土）　会場　立山町武道館　13:00～17:00

練習会場

期日　令和７年８月23日（土）　会場　立山町武道館

８．閉式通告

９．選手退場

〈開始式〉

３．表彰

４．競技会終了宣言

５．閉式通告

６．役員選手退場

午前９時

５．競技会会長挨拶
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⑤　富山県　ｰ　石川県

④　富山県　ｰ　②の勝者

⑥　新潟県　ｰ　福井県

⑦　③の勝者　ｰ　⑤の勝者 ⑧　④の勝者　ｰ　⑥の勝者

福井県

①　福井県　ｰ　長野県 ②　石川県　ｰ　長野県

③　新潟県　ｰ　①の勝者

成年男子 少年男子

試合順

○印・・・試合順序

富山県 石川県 長野県 新潟県

組合せ表

◇成年男子

◇少年男子

②

①

③

新潟県 福井県 長野県 富山県 石川県

⑤

④ ⑥

⑦

⑧
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順位 階級 段 氏　名 所属等 順位 階級 段 氏　名 所属等

先鋒 60㎏ 二 森岡 我玖 東京農業大学 先鋒 60㎏ 三 山口 嗣也 山口左官

次鋒 73㎏ 三 鈴木 明日 東海大諏訪高校（教） 次鋒 73㎏ 三 相原 佑吏 UACJ株式会社

中堅 90㎏ 五 吉川   糧 長野県警察 中堅 90㎏ 二 林   空良 近畿大学

副将 100㎏ 三 菅   雄太 松本少年刑務所 副将 100㎏ 三 川口 敬志 近畿大学

大将 無差別 五 橋爪   謙 長野県警察 大将 無差別 五 二谷 修平 福井県警察

  

順位 階級 段 氏　名 所属等 順位 階級 段 氏　名 所属等

先鋒 60㎏ 三 菅原 大斗 千葉刑務所 先鋒 60㎏ 二 廣瀬 大和 北陸大学

次鋒 73㎏ 三 池田 晴紀 新潟県警察 次鋒 73㎏ 四 庄源 文太 石川県警察

中堅 90㎏ 三 丸山 晃志 新潟県警察 中堅 90㎏ 二 原田 盛弘 北陸大学

副将 100㎏ 三 本間   壘 千葉県警察 副将 100㎏ 三 島田 拓魅 石川県警察

大将 無差別 四 星野 太駆 新潟県警察 大将 無差別 三 上野 翔平 石川県警察

順位 階級 段 氏　名 所属等

先鋒 60㎏ 三 鈴木 将太 富山刑務所

次鋒 73㎏ 四 澤田 大輝 富山県警察

中堅 90㎏ 三 長原　侑矢 富山刑務所

副将 100㎏ 四 斉本研ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ ジャパンエレベーターサービス
ホールディングス株式会社

大将 無差別 三 森田 和志 日本製鐵株式会社

順位 階級 段 氏　名 所属等 順位 階級 段 氏　名 所属等

先鋒 60㎏ 二 中村 太一 佐久長聖高校 先鋒 60㎏ 初 定森 隆甫 福井工業大附福井高校

次鋒 73㎏ 二 土井 惇輝 佐久長聖高校 次鋒 73㎏ 初 野川 楓生 福井工業大附福井高校

中堅 90㎏ 初 本木 悠斗 東海大諏訪高校 中堅 90㎏ 初 杉山 笑資 福井工業大附福井高校

副将 100㎏ 初 小林 宏斗 東海大諏訪高校 副将 100㎏ 初 玉木 大心 福井工業大附福井高校

大将 無差別 初 高寺 碧生 東海大諏訪高校 大将 無差別 初 田中 雄大 福井工業大附福井高校

       

順位 階級 段 氏　名 所属等 順位 階級 段 氏　名 所属等

先鋒 60㎏ 初 高地   凪 開志国際高校 先鋒 60㎏ 初 井海 地力 鶴来高校

次鋒 73㎏ 初 冨山   湊 開志国際高校 次鋒 73㎏ 二 喜多 雄大 津幡高校

中堅 90㎏ 初 中村 柊斗 開志国際高校 中堅 90㎏ 二 岡田凰之介 津幡高校

副将 100㎏ 初 長谷川時道 開志国際高校 副将 100㎏ 初 石川 銀十 鶴来高校

大将 無差別 初 木村 晴汰 開志国際高校 大将 無差別 二 生田 恵樹 津幡高校

順位 階級 段 氏　名 所属等

先鋒 60㎏ 初 髙田 遥大 小杉高校

次鋒 73㎏ 初 川原 翔希 高岡工芸高校

中堅 90㎏ 初 大井 玄太 小杉高校

副将 100㎏ 初 林 　侑輝 高岡龍谷高校

大将 無差別 二 相山 翔剛 不二越工業高校

〈富山県〉　監督　　高波　建吾

【少年男子】
〈長野県〉　監督　　小林 勇介 〈福井県〉　監督　　大柿　直

〈新潟県〉　監督　　橘川 義弘 〈石川県〉　監督　　松山 御勇大

〈長野県〉　監督　　手塚 裕司

〈富山県〉　監督　　山﨑　浩一

〈福井県〉　監督　　三上 寛司

監督・選手名簿
【成年男子】

〈新潟県〉　監督　　川住 基 〈石川県〉　監督　　松田 重博
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北信越
開催県 １位 ２位 １位 ２位 １位 ２位

第１回 昭和55年 富山県 栃木県

第２回 昭和56年 長野県 滋賀県

第３回 昭和57年 福井県 島根県

第４回 昭和58年 新潟県 群馬県

第５回 昭和59年 石川県 奈良県

第６回 昭和60年 富山県 鳥取県

第７回 昭和61年 長野県 山梨県

第８回 昭和62年 福井県 沖縄県

第９回 昭和63年 新潟県 京都府

第10回 平成元年 石川県 北海道

第11回 平成２年 富山県 福岡県

第12回 平成３年 長野県 石川県 長野 富山 長野 長野

第13回 平成４年 福井県 山形県 富山 石川 富山 新潟 富山 新潟

第14回 平成５年 新潟県 香川県・徳島県 長野 富山 石川 富山

第15回 平成６年 石川県 愛知県 長野 富山 石川 長野

第16回 平成７年 富山県 福島県 長野 富山 長野 富山

第17回 平成８年 長野県 広島県 富山 富山 長野 福井

第18回 平成９年 福井県 大阪府 長野 石川 長野 富山

第19回 平成10年 新潟県 神奈川県 富山 富山 長野 石川

第20回 平成11年 石川県 熊本県 富山 石川 富山 石川 長野 石川

第21回 平成12年 長野県 富山県 石川 新潟 石川 長野

第22回 平成13年 富山県 宮城県 富山 富山 新潟 富山

第23回 平成14年 福井県 高知県 富山 長野 石川 新潟 石川

第24回 平成15年 新潟県 静岡県 石川 長野 富山 石川

第25回 平成16年 石川県 熊本県 新潟 石川 新潟 富山 石川

第26回 平成17年 富山県 岡山県 富山 石川 新潟 富山 石川

第27回 平成18年 長野県 兵庫県 新潟 富山 石川 富山 石川

第28回 平成19年 福井県 秋田県 富山 新潟 石川 富山 富山 長野

第29回 平成20年 新潟県 大分県 新潟 新潟 石川 長野

第30回 平成21年 石川県 新潟県 富山 福井 富山 石川 富山 長野

第31回 平成22年 富山県 千葉県 富山 新潟 石川 富山 富山 石川

第32回 平成23年 長野県 山口県 新潟 長野 石川 新潟 石川 富山

第33回 平成24年 福井県 岐阜県 石川 新潟 福井 石川 長野 石川

第34回 平成25年 新潟県 東京都 石川 富山 新潟 福井 長野 石川

第35回 平成26年 石川県 長崎県 長野 富山 富山 福井 長野 富山

第36回 平成27年 富山県 和歌山県 新潟 福井 富山 石川 石川 新潟

第37回 平成28年 長野県 岩手県 長野 富山 富山 石川 富山 石川

栄光のあしあと

成年女子 少年男子 少年女子
国体開催地開催年回数
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北信越
開催県 １位 ２位 １位 ２位 １位 ２位

第38回 平成29年 福井県 愛媛県 新潟 福井 富山 福井

第39回 平成30年 新潟県 福井県 石川 新潟 石川 新潟

第40回 令和元年 石川県 茨城県 石川 福井 福井 長野

第41回 令和２年 富山県

第42回 令和３年 長野県 三重県（中止） 福井 石川 長野 石川

第43回 令和４年 福井県 栃木県 長野 石川 石川 長野

第44回 令和５年 新潟県 鹿児島県 新潟 富山 長野 石川

第45回 令和６年 石川県 佐賀県 新潟 福井 長野 福井

第46回 令和７年 富山県 滋賀県

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止

回数 開催年 国体開催地
成年男子 女子 少年男子
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立山町武道館

　　所在地　〒930-0255　富山県中新川郡立山町向新庄123

　　電話番号　076-463-5077

電車でお越しの方

　・富山地方鉄道立山線　下段駅下車徒歩9分

車でお越しの方

　・北陸自動車道「立山IC」 から「立山町武道館」まで 4.9km

　・北陸自動車道「流杉スマートIC」 から「立山町武道館」まで 5.5km

競技会場　案内図

立山町武道館

流杉スマートＩＣ

立山ＩＣ

下段駅
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宿 舎 一 覧 表 

県 名 種 別 宿  舎  名 所  在  地 電話番号 

長野県 
少男 オークスカナルパークホテル富山 富山市牛島町11-1 0120-372-555 

成男 ホテルルートイン富山駅前 富山市新富町1-3-17 050-5576-7990 

福井県 
少男 

成男 
ホテルルートイン富山駅前 富山市新富町1-3-17 050-5576-7990 

新潟県 
少男 

成男 
ホテルルートイン魚津 魚津市上村木2-3-39 0765-22-7411 

石川県 

少年 オークスカナルパークホテル富山 富山市牛島町11-1 0120-372-555 

成男 
オークスカナルパークホテル富山 富山市牛島町11-1 0120-372-555 

ホテル祥園 富山市桜町1-2-24 076-441-3808 

 

会 場 最 寄 医 療 機 関  

医療法人財団恵仁会 藤木病院  中新川郡立山町大石原225番地 

平日 9:00～12:00  14:00～17:15 土曜 9:00～12:00  14:00～17:00 

TEL ０７６-４６３-１３０１ 

富山市・医師会急患センター  富山市今泉北部町2番地76 

平日 19:00～24:00 土曜 14:00～24:00 日曜 9:00～17:30 18:30～24:00 

TEL ０７６-４２５-９９９９ 

 

※受診の際は、事前に電話にて確認をお願いします。 

 

競 技 会 本 部 ・ 記 録 本 部 

富山県中新川郡立山町向新庄123 

「立山町武道館」 

携帯 ０８０－４５７５－６３１８ 

E-mail judo03@judo-toyama.jp 

 

 

大 会 本 部 

公益財団法人富山県スポーツ協会内 

第４６回北信越国民スポーツ大会実行委員会事務局 

ＴＥＬ ０７６－４６１－７１３８ 

ＦＡＸ ０７６－４６１－７１３９ 
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